
 

＜様式１－６－１＞ 

【第６条（１）①関連】 

被災した住宅に関する申出書 
 
 氷見市長 殿 
               ＜申告者＞ 
                住所（現住所） 
                                    

                氏名（自署）              

                連絡先（電話番号）           

                ※賃貸型応急住宅の入居申込者と同じ方にしてください。 
 
 令和８年８月大雨の災害時に私が住んでいた住宅については、当該災害によ

り下記のとおり被害を受け、住宅として住み続けることができません。 
 

記 

記入日：    年   月   日 

① 住宅の所在地 
 

 

② 住宅の被害の

状況 

いずれかに☑を入れてください。 

□ 全壊 

□ 全焼 

□ 流出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

重要事項 氷見市 受付欄 

・申告内容と異なる事実が判明した場合は、入居契約

を解除し、市が負担した家賃等を返還していただくこ

ととなります。 

 No 

備考 

【添付資料】 ・り災証明書 

申出書の参考

枠内に、市の収受印があるものに限り、有効です。



 

＜様式１－６－２＞ 

【第６条（１）②関連】 

 

被災した住宅に関する申出書 
 
 氷見市長 殿 
               ＜申告者＞ 
                住所（現住所） 
                                    

                氏名（自署）              

                連絡先（電話番号）           

                ※賃貸型応急住宅の入居申込者と同じ方にしてください。 
 

 令和８年８月大雨の災害時に私が住んでいた住宅については、当該災害によ

り下記のとおり被害を受け、住宅として住み続けることができません。 
記 

記入日：    年   月   日 

① 住宅の所在地 
 

 

② 住宅の被害の

状況 

いずれかに☑を入れてください。 

□大規模半壊 

□中規模半壊 

□半壊 

③ 住家に住み続

けることが困

難な理由注） 

参考（併せて確認できる写真等提出してください。但しウの場合は写真不要です） 

ア．土砂、流木等の流入により生活の空間が確保できない 

イ．屋根、外壁の損傷により雨風をしのぐことができない 

ウ．住家への浸水により耐えがたい悪臭がしており生活に支障が生じている状態 

 

 

 

 

 
注）参考ア～ウ等により住宅としての利用ができず、自らの住居に居住できない理由を詳しく記載してください。ま

た、その他でア～ウに準ずる特別の事情がある場合は、再利用できないことがわかるり災状況を詳しく記載してくだ
さい。富山県と協議します。 

重要事項 氷見市 受付欄 

・令和８年８月大雨により住宅が「大規模半壊」「中規

模半壊」「半壊」した方について、流入した土砂や流木

等により自らの住居に住み続けることが困難な場合、

賃貸型応急住宅への入居条件を満たしていることとな

ります。 

・申告内容と異なる事実が判明した場合は、入居契約

を解除し、市が負担した家賃等を返還していただくこ

ととなります。 

 No 

備考 

 

【添付資料】 ・り災証明書 

・被災状況の写真 

申出書の参考

枠内に、市の収受印があるものに限り、有効です。



 

＜様式１－６－３＞ 

【第６条（１）③関連】 

被災した住宅に関する申出書 
 
 氷見市長 殿 
               ＜申告者＞ 
                住所（現住所） 
                                    

氏名（自署）                

                連絡先（電話番号）           

 
                ※賃貸型応急住宅の入居申込者と同じ方にしてください。 
 
 令和８年８月大雨の災害時に私が住んでいた住宅については、当該災害によ

り下記のとおり被害を受け、住宅として住み続けることができません。 
記 

記入日：    年   月   日 

① 住宅の所在地 
 

 

② 住宅の被害の

状況 

いずれかに☑を入れてください。 

□ 大規模半壊 

□ 中規模半壊 

□ 半壊 

□ 上記以外（ 準半壊 ・ 一部損壊 ・ 不明（申請済・無し） ） 

③ 自らの住宅に

居住できない

理由 

□ 二次災害等により住宅が被害を受ける恐れがある 

□ ライフライン（水道、電気、ガス、道路等）が途絶している 

□ 地滑り等により避難指示等を受けている（※） 

※ 雨が降れば避難指示等が発令されるような場合を含む。 

④ 対策にかかる

期間 
令和   年   月   日まで（約    ヵ月） 

 
重要事項 氷見市 受付欄 

・令和８年８月大雨により、住宅が二次災害の恐れ等

により長期にわたり居住できないとして市長が認めた

場合、賃貸型応急住宅への入居条件を満たしているこ

ととなります。 

・申告内容と異なる事実が判明した場合は、入居契約

を解除し、市が負担した家賃等を返還していただくこ

ととなります。 

 No 

備考 

【添付資料】 ・り災証明書 

・ライフライン等の情報が確認できる資料、写真 

枠内に、市の収受印があるものに限り、有効です。

申出書の参考


